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材料は上顎癌の手術時に切除されたものを用い， Hanks 液内で無菌的に出来るだけ小さく切り， ト
リプシンにて単一細胞にした。このものを 370C ， CO 2 インキュベーター内に静置し培養した。用いた
培養液は20%fetal calf serum を加えた Eagles MEMであった。
光顕所見:手術時切除された組織の病理所見は強い角化を伴った扇平上皮癌であった。この組織を
培養したものを経時的に位相差顕微鏡下で，また固定後標本の観察所見で、はpolymorphic な piling up 
した細胞で，細胞質は明るく細胞質に対する核の占める割合が著しく大きく，核の偏在，数個の核小
体をみとめた。
電顕所見:手術時切除した組織には不規則に配列した desmosome がみられ，細胞質内には ton-
ofibril が多く，核膜は強く陥凹し核内には heterochromatin が多かった。この細胞を培養し経時的
に観察すると細胞表面には多数の microvilli 様の突起がみられ細胞間 desmosomeは規則正しく数も
少なくなっている。 Tonofibril は比較的多かったが組面小胞体， mitochondria の発育は良くなかっ
た。継代がすすむにつれ desmosome は少なく不完全となり tonofibril も少なくなって来た。
染色体所見:この培養細胞に1Q-6M の colchitine を作用させ， KCl の低張処理をしたO ギムザ・パ
円i
ンディング法としてトリプシン， EDTA を使用し核型を作成したO 培養継代 5 ， 25, 56代目の各細胞
の染色体数モードはほぼ60にあり， 25, 56継代と細胞の継代が経つにつれて染色体数のバラツキが少
なくなって来た。すなわち hyperdiploid ， hypotriploid型の細胞集団と考えた。次にモード域の細胞
の核型ではいずれの細胞にも構造異常を示す染色体が多数みとめられた。
Plating 'efficiency : Eagle' s MEM内およびO.3% soft agar 内でのこの細胞のコロニー形成率を
みたところ， Eagle's MEM内では42% ， soft agar 内では20%のコロニー形成をみた。
成長度: 6 日間で約20倍の増殖を示した。
Nude mouse へのこの細胞の移殖:継代数34代目の細胞，約 2 XI0 8個を 6 匹の nude mouse に移植
したところ，その 5 匹に腫癌を形成した。この腫療の所見は nude mouse 間質に被われた腫虜細胞で，
polymorphic な細胞，時に融合し明るい細胞質を持っていた。角化は少ないが手術時切除されたもの
の母組織所見と類似していた。
同じく電顕上も規則正しく配列している desmosome，細胞質内 tonofibril の存在，発達のわるい
小器官，空胞変性をみた。
Concanavalin A によるこの細胞の凝集性:この培養細胞の Con A による細胞凝集性を調べてみた




① 形態上，この培養細胞は polymorphic で核の細胞質に対して占める割合が大きく，核の大小不




③ Plafing efficiency は Eagle's MEM内で42% ， soft agar内で20% という高いコロニー形成率
を示したことより悪性組織由来の細胞と考えた。
④ Nude mouse ヘ高率に移植可能なこと，またその組織像が手術時の母組織のものに類似してい
たことより上顎癌由来の細胞と考えた。







うち 1 例に長期培養に成功した。それは56才男子の上顎癌由来のもので長期間( 3 年 4 ヶ月)にわた
り培養続行中で，細胞の形態，染色体数とその核型上のマーカー染色体の存在，コロニー形成率の高
いこと， nude mouse ヘ高率に移植可能であったこと，低濃度 Concanavalin A での凝集など種々検
討の結果，この培養細胞は上顎癌由来のものに間違いなく，すでに株化しえたものと考えた。
この研究は今後の癌研究に役立つものと思われ，学位受領に充分値するものと考える。
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